
 
 
 
 
 

 

 

平平成成３３１１年年度度（（２２００１１９９年年度度））ののメメンンババーー紹紹介介でですす！！  

定期人事異動により、塚原所長（阿蘇家保所長）、加地主幹（畜産研究所 中小家畜研究室長）、

橋口技師（中央家保）の３名が転出しました（カッコ内は新所属）。 

 

 今年度は、新たに５名の職員（旧所属）を迎え、以下の体制となりました 

所 長：谷口雅律 （天草家保） 

衛 生 課：課長 小池康司（中央家保）、矢野、浦田、福田、田中 

防 疫 課：課長 村上美雪、髙木郁哉（畜産研究所 中小家畜研究室）、吉田大志（中央家保 BSE

検査所） 臨時職員：川内  城南地区自衛防疫促進協議会事務局：東 

 

 谷口所長は４年ぶり、髙木主任技師は３年ぶり、小池衛生課長と吉田主任技師は初めての

赴任になります。新たにメンバーが加わり、５月からは新元号（令和）元年が始まるという

ことも踏まえて、初心に返って、しっかりと家畜の衛生及び防疫の業務推進に努めて参りま

すので、よろしくお願いします！ 

また、本年度は当所建替えのための移転（移転先：旧人吉保健所）が決まっております。

御不便をお掛けしますが、御協力をよろしくお願いします。  

相相次次ぐぐ国国内内へへのの肉肉製製品品（（豚豚肉肉製製品品））のの持持込込みみににつついいてて  

平成３０年８月に中国、さらにベトナムにおい

てアフリカ豚コレラ（ASF）の発生が確認されて

います。（現在、岐阜県など５府県で発生した“豚

コレラ”とは別のウイルスです。）また、平成３

０年１０月には国内で初めて中国（北京）から持

ち込まれたソーセージから ASF ウイルス遺伝子

が検出され、これまでに１５例（平成３１年４月

２日現在）もの肉製品が水際検疫で摘発されてい

ます。遺伝子が確認されたもののうち、４例目及

び５例目から感染力の強い ASF ウイルスが分離

されています。 

本年４月２２日から国内へ肉製品を違法に持ち

込んだ場合には罰則の対象となります。 



 ついに新元号“令和”が発表されました。当日は馴染めなかった発音も、連日連夜の

ニュースで耳が大分慣れてきました。そして、新しい元号で巻き起こる自分の将来像に

様々な思いを馳せながら、平成最後の月を迎えています。これを読んでくださる皆様に

おかれましても、幸多き元号を迎えられますよう、祈念しています。 

城南家保２年目を迎えますが、本年度もどうぞよろしくお願いします。 

これから１０連休のゴールデンウィーク

を迎えるにあたり、日本から海外への渡航

者が増えることが予想されます。 

畜産関係者のみならず、全ての皆様にお

かれまして、日本での家畜伝染病の感染拡

大を防ぐためにも、海外から肉製品を持ち

帰らず、渡航先での農場への立ち寄りや家

畜への接触もできる限り避けて頂きますよ

う、御協力をお願いします。 

 

和和牛牛のの精精液液・・受受精精卵卵はは日日本本のの重重要要なな財財産産でですす！！  

和牛の遺伝資源は日本の家畜改良増殖の

ために適正に利用されるように、流通管理

の徹底が求められています。しかし、平成

３０年７月に家畜伝染病予防法に基づく輸

出検査を受けずに中国へ和牛の精液及び受

精卵を持ち出そうとしたとして、農林水産

省はこれらの行為を行った者に対して刑事

告発を行っています。 

今後は国内の流通でもより一層の適切な

対応が求められますので、家畜の人工授精

に従事する皆様におかれましては、関係法

令を遵守のうえ、適切な処理を実施してい

ただきますようお願いします。 

 

 

近隣諸国における悪性伝染病発生情報 

編集後記（K.Y） 

世界各国で口蹄疫、アフリカ豚コレラ、鳥インフルエンザが発生しています！ 

出典：動物検疫所 HP 一部改 

病名 型 発生地（国） 畜種 発生年月日

H5N6 中国（1件） 家きん 平成31年2月13日

H5N2 台湾（８件） 地鶏・七面鳥
平成31年1月26日

～平成31年3月12日

アフリカ豚コレラ 中国（３件） 豚
平成31年3月7日

～平成31年3月21日

平成31年4月1日時点

高病原性

鳥インフルエンザ


